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平成２５年度第１回 会計学教育ＦＤ／ＩＣＴ活用研究委員会 議事概要 

 

Ⅰ．日 時：平成２５年１０月３日（木）１４：００～１６：００ 

Ⅱ．場 所：私立大学情報教育協会 事務局 会議室 

Ⅲ．出席者：岸田委員長、椎名副委員長、松本委員、阿部委員、金川委員、福浦委員 

（事務局）井端事務局長、森下、松本 

Ⅳ．資料 

   資料①   平成２５年度会計学教育ＦＤ／ＩＣＴ活用研究委員会の活動計画 

   資料②－１ 会計学教育における教育改善モデルについてアンケートの内容 

 資料②－２ 会計学教育における教育改善モデルについてアンケート集計結果 

参考１   学士課程教育の現状と課題に関するアンケート調査（平成 25年 8月中央教育審議会資料） 

参考２   これからの大学教育等の在り方について（平成 25年 5月教育再生実行会議第三次提言資料） 

参考３   教育振興基本計画（平成 25年 6月閣議決定資料） 

参考４   学びの革命世界が舞台（新聞情報） 

その他   平成２５年度委員名簿、平成２５年度公益社団法人私立大学情報教育協会事業計画書 

 

Ⅴ．議事内容 

１．平成２５年度の会計学教育ＦＤ／ＩＣＴ活用研究委員会の活動計画について 

平成２５年度は、能動的学修の実現に向け、ＩＣＴの活用を含めた効果的な学修の取り組み方策、教員

の教育指導の開発について今後一層研究を進めるため、サイバーＦＤ研究員の先生方へのアンケーを踏ま

えた見直しを２回の委員会で行う。その上で、平成２６年度に向けた教育改善モデルの一層の充実・改善

及び実現に向けた研究の意識合わせを行う。 

  

２．教育改善モデルのアンケートの検討について 

資料②－１によりサイバーＦＤ研究員の先生からいただいた１３件の意見について内容を検討した。 

 

 ３．アンケートの主な意見 

  （１）会計学教育における学士力の考察の到達目標、到達度について 

概ね妥当であるとの結果が得られた。 

学生の会計離れが進む中、一般レベル(会計学以外の専攻)、専門レベル(会計学専攻)で到達目標、到達

度を設定したことを評価する意見などもあったが、公認会計士試験を考えたカリキュラム追加などの意見

もあった。委員会では、この提案はあくまで参考モデルであり、各大学の教育目的に応じて活用していた

だくことを改めて案内することにした。 

 

主な意見と検討内容（意見は①～④、検討内容は＊で示す） 

① 到達目標１到達度②「企業会計の一巡過程を理解できる」について「企業会計の一巡過程」と「簿記

の一巡過程」の違いが理解できない。 

＊ 「簿記の一巡過程」は記載していないが、「企業会計の一巡過程」に簿記も含め、広い意味で提案し

ている。 

② 株式会社の成立要件と株式会社の「企業法」的な文言を入れてはどうか。 

＊ 到達目標３到達度①「情報開示制度を理解し、利用できる」に併記してはどうかとの意見もあり、表

現を見直しすることにした。 

③ 到達目標４解説「医療経済学など」と医療に触れているのであれば、コア・カリキュラムイメージに

「福祉法人会計」を入れるべきではないか。 

＊ 「など」としているので、個々の先生方で展開していただきたい。 
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④ 到達目標４コア・カリキュラムイメージ「公会計」は、独立分野でないので削除すべきである。 

＊ 営利を追求しない会計もあるので、修正はしなかった。 

 

（２）教育改善モデルについて 

肯定的な意見が多く、モデル１は実施可能である、実施していくために教員の教育力向上のＦＤが必要

などの意見があった。 

 

（３）専門性、教育力、ＦＤ活動と課題について 

概ね賛同であるが、実学教育に向けた産学連携の必要性、会計の社会的責任を関連科目と連携して指導

する、会計教育の重要性を認識した会計の裾野を広げる取り組みの必要性について意見があった。 

 

４．社会の動きなどを踏まえた能動的学修等の動向の意識合わせについて 

参考１ 学士課程教育の現状と課題に関するアンケート調査、参考２ これからの大学教育等の在り方に

ついて、参考３ 教育振興基本計画、参考４ 学びの革命世界が舞台（新聞情報）等を報告し、新たな未来

を築くための大学教育の質的転換に向けて、国・社会から様々な提言が行われており、大学に改革行動が

求められていることや、能動的な学びを実現する授業改善の取り組み、全学的な教学マネジメントの課題

と対策、教員の教育力向上の課題､情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した授業改善への取り組みと課題等につ

いて意識合わせを行った。 

昨年までの５年間に亘り研究を進めた「大学教育への提言」未知の時代を切り拓く教育とＩＣＴ活用で

提案した内容が学士課程教育の現状と課題に関するアンケート調査の結果や内閣府、中央教育審議会等の

方向と一致しており、このことを踏まえて平成２６年度にむけた教育改善モデルの一層の充実・改善及び

実現に向けた取り組みを研究することを確認した。 

 

５．次回の委員会 

   日時：メーリングリストにて調整 

場所：私立大学情報教育協会 事務局 会議室 

 


